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教育機関の数は、有償と無償の講座を合わせると、100 機関程度である。その 100 機関の
中には、英語と大学・短期大学・専門学校・高校の卒業試験対策に関する講座が多く、オ
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開発がメインだった。2001 年にハノイオープン大学は、FIHOU CYBER SCHOOL とい





① 導入期（2001 年－2005 年） 
オンライン教育の概念と世界のオンライン教育が導入され、ベトナムのオンライン
教育が開始された。 




習教材の検討及び作成がメインであった。また、eGame や Hocmai360 といったは
じめてのオンライン教育の誕生により、ベトナムのオンライン教育が本格的に始
まった。特に普及期の 2009 年－2010 年は、学習者のニーズを重視し、撮影の技術
や撮影後のビデオの処理等のオンライン教育の開発が少しずつ進んできた。 





















機関から取り入れた講座、③教育関係の企業が提供する講座といった 3 つの形式がある。 
① 国内大学・学校が提供する講座は、一般的に登録者がその教育機関の在学生である。










ズン（4 月、5 月、6 月）は、ビジター数が激増するが、そのシーズンを過ぎると、3 割ぐ
らい減少する傾向がある。また、外国語学習のオンライン教育といえば、ほとんど英語で、
ほかの外国語のオンライン教育は、まだ少ない。 
2.2 ベトナムにおけるローカルの大規模オープンオンライン講座（ベトナム MOOCs）の現状 
ここ数年、大規模オープンオンライン講座（MOOCs：Massive Open Online Courses）
は、アメリカ、日本等多くの国で展開されている。ベトナムも 2012 年より MOOC の概念
が導入され、その後、2013 年 8 月に Liverpool 大学の Giap Van Duong 氏により
GIAPSCHOOLというベトナムのはじめてのMOOCが創立された。2014年は、MYCLASS





には、計 23 講座と書いているが、ホームページでカテゴリ別に調べると、17 講座の情報 
 
表 1 ベトナムにおける MOOC の情報 
名称 内容 登録者数 全コース 言語系関連コース 日本語教育関連コース 
GIAPSCHOOL 総合 11,429 17 1 0 
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しか掲載されていなかった。その 17 講座の中で、無償の講座が 13 講座で、有償の対面講
座が 4 講座である。GIAPSCHOOL の講座の内容は、物理、生物、哲学、人類学等といっ
た総合的な講座が多く、言語教育に関する講座は、一つあるが、有償の対面講座である。
それは、Giap Van Duong 氏による「ベトナム語の舌もつれの矯正法」の講座である。
GIAPSCHOOL の有償の対面講座の講師も、すべて創立者の Giap Van Duong 氏であり、
ベトナム語で行われていた。一方、他の無償の講座は、主に英語とベトナム語で行われる。
無償の 13 講座のうち、英語による講座が 9 講座で、ベトナム語による講座が 4 講座であ
る。一つの講義の平均時間は、5 分～15 分である。全講座の講師は、ベトナム国内で活躍
している講師ではなく、デンマーク、アメリカ等の海外の講師（外国人及び海外に住んで
いるベトナム人の講師も含む）である。創立者の Giap Van Duong 氏もイギリスの
Liverpool 大学で活躍し、ベトナムで科学、教育、哲学などの批評家として知られている
人物である。GIAPSCHOOL は、創立者がベトナム人でベトナム人を対象に作られたベト
ナムのローカル MOOCs だが、7 割の講座は、外国人の講師により英語で行われる。それ
に加え、選択式のテストがついている講座がいくつかあるが、ほとんどの講座は、受講者
とのインターアクションがない。また、GIAPSCHOOL は、講座の数がまだ少ないため、
あまり魅力と多様性が感じられないベトナムのローカル MOOCs だと思われる。 
もう一つのベトナムのローカル MOOCs である MYCLASS は、ウェブサイトのプログ
ラミングなどの情報技術（IT：Information Technology）に関する講座である。MYCLASS
は、登録者数が 15,600 人で無償の講座が 25 講座である。人気の講座は、受講者が 1 万人
近くになる。ベトナムのローカル MOOC を開発する前に、MYCLASS は IT 関係のオン
ライン教育が提供しているサイトであるため、無償の講座の他に有償の講座が 28 ある。 
一方、2014 年には、MOOC.vn という Facebook のアカウントが作成され、そこで
Coursera、Khan Academy、edX 等の世界中の MOOCs の情報が紹介された。しかし、
最初の頃は、一時的に投稿があったが、その後、何の活動もなかった。 
現在、ベトナムでは、GIAPSCHOOL と MYCLASS の二つのベトナムのローカル
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図 1 ベトナムにおける 1998 年～2015 年の日本語学習者数 
 
ると、ベトナム人日本語学習者数は 64,863 人を上回っていると思われる。 
一方、ベトナム政府は、「2016 年－2026 年の国民教育における日本語学習者の強化」
というプロジェクトを発足し、2026 年には日本語教育を行う小学校が 300 校、小学生の
日本語学習者が 1 万人になることを期待している。また、ベトナムの教育訓練省の調査に
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表 2 オンライン日本語教育を提供している代表的日本語教育機関 
1 


















① 一般日本語  
② 会話 
③ 日本語教師養成講座  
④ JLPT の受験対策 
⑤ 通訳・翻訳 
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② JLPT の受験対策 
8 














② JLPT の受験対策 
11 unica.vn 
① 会話日本語 








② JLPT の受験対策（N5－N2） 
③ ニュースの日本語 
13 dekiru.vn JLPT の受験対策 
14 gotojapan.vn 
① 入門 
② みんなの日本語 I 8 課まで 
15 Daytiengnhat.com 
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表 3 ベトナムの北部と南部の発音の違い	
項目 北部 南部 






例：Man #  Mang 
Tắc #  Tắt 
Bìn  #  Bình 
弁別しないことが多い 
例：Man ＝  Mang 
Tắc ＝ Tắt 




例     Trà  =  Chà       
Sau  =  Xau 
正しくはっきり発音する。（tr/ch, 
s/x）  
例     Trà  #   Chà       







例：ra → za 
※[r]と[z]を弁別しない。 
正しくはっきり発音する。 
[v] 正しくはっきり発音する。 [z]のように発音するときがある。 
[l]と[n]の混同 
ある 
例： Hà Nội →  Hà Lội 










































る。さらに、2017 年 3 月 31 日時点にインターネットの利用者数は、95,414,640 で世界の









 1 http://viettelstudy.vn/index.html（2017 年 8 月 31 日閲覧） 
  小学校から大学までのコースがあり、特に中学校、高校の卒業試験、大学受験の対策の講座が多
い。成人向けと子供向けの英語コースもある。	
 2 FPT 会社のオンライン大学（FUNix）や Kyna.vn のオンライン教育開発プロジェクト等である。 
 3 https://vnexpress.net/infographics/giao-duc/du-hoc-sinh-viet-nam-dang-hoc-tap-tai-nhung- 
  nuoc-nao-z3493240.html（2017 年 9 月 9 日閲覧）	
 4 ベトナム語には、「d」と「đ」という文字がある。「d」は、日本の「ザ」とは違う音である。「đ」
は、日本語の「ダ」に近い音である。 
 5 http://www.internetworldstats.com/top20.htm（2017 年 8 月 31 日閲覧） 
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